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を得る｡ C はギCに比例 し,Tは78に反比例するo a は母金属の格子定数｡但 しここ

でのdamping項はスピン配位のランダム性から生 じたもので,スピン波間の相互作用な

どは含まれていないoこの場合,2.のpsは相関の程度 でCと, その相関の及ぶ範囲の

積で与えられる｡
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ランダム球形モデルのダイナミックス

東工大 理 上 野 陽太郎

最近, KinzelとFischerl)はSerringtonとKirkpatrick2) が扱ったモデル (Ising, 無限距

離相互作用 )のダイナミックスを論じている.その中で使った近似はself-consistentではな

いので結果の信頼性に問題がある｡彼等の近似は球形モデルでは正 しくなる｡無限距離

相互作用の球形モデルの静的問題はすでにKoseterlitzら3)によって厳密に解かれているっ

また純粋系ではSuzukiの仕事がある4)｡

我々はGlauberモデルで考え,更に遷移時におけるスピンの変化が無限小 の極限をと

った0 71>rcのみを論ずるo
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ランダムスピン系の相転移

相互作用 左 jを対角化した固有ベク トルと固有値を Iql>, Jlとすれば,基本方程式

は,

丁∂Gl/∂t--(2/上-PJl)GA+1

27∂<qス>/∂t-- (2p-PJl)<ql>

2p(t)= 1+P/N･与 JIGl

ただし,Gl…<q…>0

0 -7/√打 の幅をもつ対称ガウス分布ではすでに得られている固有値の分布を使 う

と

2p(t-- )…2〟｡-1+ (J97 )2

熱平衡における相関関数 GOlは

GOl- (1+(Pア)2-pJl)~1

これは最大固有値J｡…27に対 し

G.0- (1-P7)-2

となり, Tc-7, γ-2はKosterlitzの解 と一致する. x(W)については

x(W)-肯 {A(W)

A(a)…1+(Tf/T)2-2iwToX(0)-1/kTは厳密である. Kinzelらとの違いは

poの温度依存性 とγの値にあるが, x(W)′′x(0)は定性的には変 りないようだo
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